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１ 岩見沢市プール施設個別施設計画の概要 

 

 １ 背景・目的 

  本市のプール施設は、生涯スポーツの振興を図り、市民が健康で生きがいのある豊かな生活を送

るうえで必要なものとして設置されてきた。 

平成１８年の市町村合併に伴い、旧市町村の施設をそのまま引き継いできたため、同一・類似し

た施設があり、また、経年による老朽化が進んでいる施設も少なくなく、修繕費などの維持管理費

の増大とともに、耐震化や環境問題への対応など、財政上も大きな負担となっている。 

しかしながら、地域のスポーツ活動の維持と少子高齢化や多様化する生涯学習に対するニーズに

応える必要もあることから、厳しい財政状況の中、より質の高いサービスを効率よく、継続して提

供することが求められている。 

こうした中、岩見沢市では平成２８年１２月に「岩見沢市公共施設等総合管理計画」、平成３１年

３月に「岩見沢市公共施設再編基本計画」を策定し、公共施設等の適正な保有と配置、維持管理費

等に関する基本的な方針を定めた。 

これを受けて、プール施設の設置意義、利用形態や管理運営の観点から今後のあり方等を検証し、

今後のプール施設整備の方向性を示すために、この計画を策定する。 

 

２ 計画の位置づけ 

 

  本計画は、「岩見沢市公共施設等総合管理計画」及び「岩見沢市公共施設再編基本計画」に基づく

個別施設計画として位置づける。 
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 ３ 対象施設の設定 

  この計画での対象施設は、「岩見沢市公共施設再編基本計画」における施設群のうち、「プール」

に分類されている２施設「体育施設（屋内）」のうち１施設を対象とする。 

 

施設名 
延床面積 

［㎡］ 
建築年 

大規模改修 

実施年 

経過

年 

岩見沢市温水プール 1,639.08 1996(平成 8) - 24 

岩見沢市北村プール 1,086.37 1998(平成 10) - 22 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール） 1,202.63 1993(平成 5) - 27 

※令和 3年 3 月 31 日現在 

 

４ 計画の策定手順 

 

 （１）基本情報の把握 

  各施設の基本情報の調査を行う。基本情報の把握にあたっては「岩見沢市施設カルテ」を活用し、

建築年や構造、床面積などの整理を行う。 

 

 （２）施設の現況評価（１次評価） 

  基本情報をもとに施設の現況調査を行い、「安全性・機能性」、「経済性」、「耐震性」の評価を行い、

各施設の整備手法を検討する。 

 

 （３）施設の環境評価（２次評価） 

  １次評価の結果に、各施設の地域内での配置や類似施設の配置状況、稼働率や利用傾向の評価を

加えて、各施設の基本方針を検討する。 

 

 （４）個別施設計画 

  上記の結果をもとに各施設の個別施設計画を策定する。 

 

 ５ 計画期間 

 

  本計画は、「岩見沢市公共施設再編基本計画」の計画期間である平成 30 年度から令和 7年度まで

のうち、令和 3年度から令和 7 年度までを第 1 期の計画期間とし、その後 10 年ごとに更新するもの

とする。 
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２ 基本情報の把握 

  本計画の対象施設における基本情報は次のとおりである。 

  

施設 

名称 
棟名称 棟用途 主体構造 

建築 

年月日 

法定 

耐用 

年数 

残存 

耐用 

年数 

階数 延床 

面積 

（㎡） 

耐震 

基準 
地上 地下 

岩見沢市 

温水プール 

温水 

ﾌﾟｰﾙ 
その他 

鉄筋 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 
H8.2.1 38 14 1  1,639.08 新 

岩見沢市 

北村プール 

屋内 

ﾌﾟｰﾙ 
その他 

鉄筋 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 
H10.6.1 38 17 1  1,086.37 新 

栗沢 B&G 

海洋ｾﾝﾀｰ 
ﾌﾟｰﾙ その他 鉄骨造 H5.6.1 31 6 1  1,202.63 新 

基準日 令和 2年 3月 31 日 
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３ 施設の現況評価 

 

 １ 施設の現状情報の収集・整理 

  対象施設の現状を明らかにするために、「安全性・機能性」「経済性」「耐震性」の分析に資する基

礎情報を収集・整理する。 

 

 （１）安全性・機能性に関する基礎情報 

   各施設の現況調査を、建築専門技術職員２名とともに施設管理者立ち合いのうえ実施した。以

下に評価基準と調査結果を示す。項目ごとの詳細な判定・評価については、各施設の現況調査シ

ートによる。 

 

  【安全性の評価基準】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

躯体 １０年未満 ２０年以上 ３０年以上 ４０年以上 

屋根・屋上 新築、全面改修 支障なし 一部雨漏り 雨漏り多数 

外壁 健全 支障なし ｸﾗｯｸ、剥離あり ｸﾗｯｸ、剥離多数 

外構 健全 良好 経年劣化有り 地盤沈下等 

耐震性 旧耐震：昭和５６年以前 新耐震：昭和５７年以後 

   

【機能性の評価基準】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

窓ガラス Low-E 複層ｶﾞﾗｽ以上 Ａ以下の複層ｶﾞﾗｽ 
ｺｰｷﾝｸﾞが切れてい

るなど 
破損 

サッシ 断熱サッシ Ａ以外のサッシ 建付が悪い 破損 

内装 改修５年以内 利用に支障がない 一部破損がある 破損が多い 

室内環境 良好 利用に支障がない 一部支障がある 支障がある 

空調設備 良好 利用に支障がない 一部支障がある 支障がある 

トイレ設備 良好 利用に支障がない 一部支障がある 支障がある 

電気設備 改修５年以内 利用に支障がない 一部破損がある 破損が多い 
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給水設備 改修５年以内 利用に支障がない 一部破損がある 破損が多い 

排水設備 改修５年以内 利用に支障がない 一部破損がある 破損が多い 

バリアフリー 
バ リ ア フ リ ー 化 

１００％ 
７５％以上 ５０％以上 ５０％以下 

省エネ対策 
ＬＥＤ化 断熱性

能が十分 

一部ＬＥＤ化 結

露なし 

ＬＥＤ化なし 結

露あり 

照明器具の破損あ

り 著しく寒い 

災害対策 
避難所としての機

能がある 
一部機能がある ほぼない 全くない 

   

【法令適合性の評価基準（共通）】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

法令適合性 
指摘がなく改修後

５年以内 
指摘がない 

支障のある指摘が

ない 
指摘がある 

   

【各施設の判定】 

 安全性 機能性 法令適合性 安全対策 

岩見沢市温水プール Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ 

岩見沢市北村プール Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ 
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（２）経済性に関する基礎情報 

  各施設の維持管理にかかる経費（市支出分）について、施設の床面積と利用人数からコスト分

析を行う。 

 

 ① 岩見沢市温水プール 

維持管理にかかる経費                            単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

修繕費 １７８，９５６ ０ ２，８２７，０００ 

手数料 ０ ０ ０ 

指定管理者委託料 ３０，５９１，０００ ３１，００５，０００ ３０，９７５，０００ 

工事請負費 ０ ０ ０ 

備品購入費 ０ ０ ０ 

合 計 ３０，７６９，９５６ ３１，００５，０００ ３３，８０２，０００ 

  使用料等の収入                               単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

使用料 ８２，４６７ ８２，８８４ ９３，９６４ 

財産貸付料 ０ ０ ０ 

補助金・負担金 ０ ０ ０ 

その他 ０ ０ ０ 

合 計 ８２，４６７ ８２，８８４ ９３，９６４ 

  利用者数                                  単位：人 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

利用者数 ６２，７３５ ６２，２１６ ５５，６０１ 

  コスト比較                                 単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

総額（歳出-歳入） ３０，６８７，４８９ ３０，９２２，１１６ ３３，７０８，０３６ 

面積当たり（円/㎡） １８，７２２ １８，８６６ ２０，５６５ 

１人当たり（円/人） ４８９ ４９７ ６０６ 
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② 岩見沢市北村プール 

維持管理にかかる経費                            単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

修繕費 ５５０，８００ ０ ０ 

手数料 ０ ０ ０ 

指定管理者委託料 ６，８３７，０００ ６，８３５，０００ ６，９２７，０００ 

工事請負費 ０ ０ ０ 

備品購入費 ０ ０ ０ 

合 計 ７，３８７，８００ ６，８３５，０００ ６，９２７，０００ 

  使用料等の収入                               単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

使用料 ６，０５３ ６，０５３ ６，１０８ 

財産貸付料 ０ ０ ０ 

補助金・負担金 ０ ０ ０ 

その他 ０ ０ ０ 

合 計 ６，０５３ ６，０５３ ６，１０８ 

  利用者数                                  単位：人 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

利用者数 ５，２４５ ４，３４３ ４，６９２ 

  コスト比較                                 単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

総額（歳出-歳入） ７，３８１，７４７ ６，８２８，９４７ ６，９２０，８９２ 

面積当たり（円/㎡） ６，７９５ ６，２８６ ６，３７１ 

１人当たり（円/人） １，４０７ １，５７２ １，４７５ 
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③ 栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター（アリーナ含む） 

維持管理にかかる経費                            単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

修繕費 ９２，８８０ １９９，８００ ７８８，４００ 

手数料 ０ ０ ０ 

指定管理者委託料 １５，４７８，０００ １８，５０１，０００ １９，２６０，９８１ 

工事請負費 ９１，５４５，１２０ ０ ０ 

備品購入費 ０ ０ ０ 

合 計 １０７，１１６，０００ １８，７００，８００ ２０，０４９，３８１ 

  使用料等の収入                               単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３1 

使用料 １６，６３０ １６，７２７ １６，８８１ 

財産貸付料 ０ ０ ０ 

補助金・負担金 ０ ０ ０ 

その他 ０ ０ ０ 

合 計 １６，６３０ １６，７２７ １６，８８１ 

  利用者数                                  単位：人 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

利用者数 １５，２９５ ２５，９８５ ２５，０６８ 

  コスト比較                                 単位：円 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

総額（歳出-歳入） １０７，０９９，３７０ １８，６８４，０７３ ２０，０３２，５００ 

面積当たり（円/㎡） ３４，４６８ ６，０１３ ６，４４７ 

１人当たり（円/人） ７，００２ ７１９ ７９９ 

 

（３）耐震性に関する基礎情報 

   建築基準法で定める耐震基準が改正された昭和５６年以前に建築された施設については、耐震

診断の実施の有無にかかわらず耐震基準を満たしていないものとして分類する。 

  

施設名称 建築年月日 耐震性 

岩見沢市温水プール 平成８年２月１日 有り 

岩見沢市北村プール 平成１０年６月１日 有り 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 平成５年６月１日 有り 
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２ 施設の現状情報に基づく個別施設の方向性に関する検討【１次評価】 

 これまでの現状分析をもとに、各施設の一次評価を行う。１次評価にあたっては、「スポーツ施設

のストック適正化ガイドライン（スポーツ庁）」が示す次のフローチャートを活用する。 
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（１）施設の方向性の検討 

 ・安全性、機能性の評価 

  各施設の現況調査の結果により、次の評価基準に基づき「良」施設と「劣」施設に分類する。 

評価基準 評価 

・全体的に劣化、不具合等の事象が確認されない。 

・部分的な劣化、不具合等の事象が確認されるが、緊急性が低い（日常的な保守管

理及び経過観察により対応）。 

・法定点検での是正勧告がない、又は是正事項が既に改善されている（改善予定も

含む）。 

・スポーツ施設の安全対策がなされている。 

良 

・全体的な劣化、不具合等、若しくは著しい劣化・不具合等の事象が確認され、全

面的な補修若しくは改修が必要である。 

・劣化、不具合等の事象により、重大な事故、施設の利用制限、又は緊急に補修若

しくは改修が必要である。 

・法定点検での是正勧告があり、是正が長期間放置されている、若しくは重大な事

故、施設の利用制限が想定される。 

・重大な事故の恐れがあり、安全に関する対策が実施されていない。 

劣 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

岩見沢市温水プール 

岩見沢市北村プール 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 

良 劣 
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 ・経済性の評価 

  コスト分析に基づき、各施設を比較して「良」施設と「劣」施設に分類する。 

評価基準 評価 

・改善コスト、維持管理コストの発生が標準よりも少ない。 

・収入が多く、今後も施設利用が見込める。 

・維持管理コストが多く、収入も少ない施設であるが、維持管理・収入の運用面で

の見直しの可能性がある。 

良 

・改善コスト及び維持管理コストが多く、収入も標準よりも少ない施設で、維持管

理、収入の運用面での見直しの可能性がない。 

・相対的、若しくは目標値に対して、著しく状況が悪い。 

劣 

 

 各施設のコスト比較（Ｈ３１）                     単位：円 

施設名称 面積当たりコスト 一人当たりコスト 

岩見沢市温水プール ２０，５６５ ６０６ 

岩見沢市北村プール ６，３７１ １，４７５ 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター ６，４４７ ７９９ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 安全性・機能性、経済性の評価からフローチャートに当てはめて、各施設の方向性を定めると次

のとおりとなる。 

 

施設の方向性 施設名 

改善 
岩見沢市温水プール 岩見沢市北村プール 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター  

 

  

岩見沢市温水プール 

岩見沢市北村プール 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 

 

良 劣 
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（２）施設の整備手法の検討 

 次に、施設の方向性に耐震性の評価を加味して、方向性に基づいた各施設の整備手法を検討する。 

 

・耐震性の評価 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

以上のことから、１次評価におけるフローチャートに当てはめると、各施設の整備手法は次のとお

りとなる。 

 

施設の整備手法 施設名 

機能改修 岩見沢市温水プール、岩見沢市北村プール、栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 

 

（３）評価結果の取りまとめ 

各施設の評価結果については、次の各施設の現況調査シートのとおりである。 

岩見沢市温水プール 

岩見沢市北村プール 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 

 

有 無 
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再編基本計画での方向性

１　基本情報

２　設備情報

男

女

多

３　工事履歴（主なもの）

４　財務情報（R1）

市収支 （千円） 指定管理者収支 （円）

建 築 年 月

階 数

建 築 面 積 １，５５７．８９㎡

構 造 鉄筋コンクリート（一部鉄骨造）

所 在 地

施 設 名 岩見沢市温水プール
Ｈ30-Ｒ3 Ｒ4-Ｒ7 Ｒ8-Ｒ17 Ｒ18-Ｒ27

方向性の検討

岩見沢市９条東２丁目１－１

２階建て

平成８年２月

敷 地 面 積 ４，６６２．００㎡

延べ床面積 １，６３９．０８㎡

避難所指定 無し

外壁 コンクリート打放し、金属板 昇降機 無し

トイレ

洋式３　和式０　小便器４

窓 複層ガラス 放送設備 未改修 洋式便座２

自動ﾄﾞｱ 有 照明 蛍光灯・水銀灯 洋式４　和式０

建築 電気 機械

駐 車 台 数 １８台

施 設 概 要
一般プール、低学年プール、事務室、更衣室、シャワー室、採暖室、機械室、
指導員室、ミーティングルーム、パウダールーム、ギャラリー、用具室、オー
バーフローＦＰＲ製、全自動砂式濾過機

屋根 アスファルト露出防水 受電設備 キュービクル（屋外） 空調 温水暖房、床暖房

温水プール床改修工事 2,016,000H17

受水槽５．５㎥（未改修）

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 入口スロープ・手すり

タイル（プール） 排水設備 下水道（未改修）
床

長尺ビニルシート（館内） 給水設備

H7 2,145,000

実施年度 工事金額（円）

H7

工事名

温水プール新築工事

温水プール新築主体追加工事

使用料 94 光熱水費 0 利用料金 9,396,360 人件費 20,780,440

歳入 歳出 収入 支出

燃料費（A重油） 2,653,560財産貸付料

3,878,300 燃料費（軽油・ｶﾞｿﾘﾝ） 77,299

その他 使用料 0 その他 100,640 電気料 4,260,591

維持保全費 2,827 管理委託料 24,159,000

補助金・負担金 指定管理料 30,975 自主事業収入

修繕費 419,040

その他 0

人件費 0 水道料 481,366

委託料 2,197,152

その他 9,570,105

40,439,55394 33,802 37,534,300
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５　施設図面
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６　劣化度調査

各室状況

ミーティングルーム・指導員室

項目 細目
判定

摘要 判定
A B C D

機能性

窓ガラス ○

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ ○

排水設備 ○

安全性

躯体 ○

○

外構 ○

C
屋根・屋上 ○ 館内雨漏りあり

外壁

耐震性 新耐震

クラック多数

C

サッシ ○

内装

洋式化済み

空調設備 ○

給水設備 ○

○

室内環境 ○

電気設備 ○

トイレ設備 ○

災害対策 ○

省エネ対策 ○

天井高 床材 照明設備

法令
適合性

12条点検結果

○

消防点検 ○

電気工作物点検

6.1ｍ

非構造部材耐震対策 未済

安全対策

特定天井対策 特定天井有（未対策） プール天井

AED 有

落下防止対策 未済

タイル 水銀灯

備考

一般プール 375.40ｍ 15.01ｍ×25.01ｍ 6.1ｍ

施設名 広さ 縦×横

57.76㎡ 7.22ｍ×8.00ｍ 2.5ｍ ビニルシート 蛍光灯

C

タイル 水銀灯 25ｍ×7コース

B

地下タンク ○

低学年プール 90.21ｍ 6.01ｍ×15.01ｍ

15



７　施設写真

一般プール 低学年プール

照明 機械設備

ポーチ支柱 屋上防水

　競技用ラインが消
えかかっている。

　水銀灯使用 　新築時から使用し
ているものが多く、い
ずれも更新時期を迎
えている。

　腐食あり 　一部修繕対応済
み。劣化箇所多数

　クラック多数 　劣化による腐食有
り

外壁 排気管

有2次評価の必要性

その他特記事項

機能改修整備手法改善施設の方向性
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再編基本計画での方向性

１　基本情報

２　設備情報

男

女

多

３　工事履歴（主なもの）

４　財務情報（R1）

市収支 （千円） 指定管理者収支 （円）

電気料 1,802,475

水道料 066,351

自主事業収入 220,050指定管理料

1,399,760

修繕費 243,404

12,093,250

財産貸付料

人件費 4,758,371

燃料費

光熱水費 0 利用料金 883,300

管理委託料 10,044,000

歳入 歳出 収入 支出

0維持保全費 0

11,213,701

その他

6,927

その他

使用料 0

人件費 0

6,927

6

H16 プールサッシ取替工事

委託料

3,889,240

6

補助金・負担金

その他

その他 0

使用料

H15

暖房温水洗浄便座

給水設備

無

複層ガラス

長尺ビニルシート（館内） 直圧式（未改修）

実施年度

8,872,500

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 入口スロープ・手すり

洋式３　和式０蛍光灯・水銀灯

未改修放送設備

H16 850,500

工事金額（円）

トイレ自動ﾄﾞｱ

窓

床

施 設 名 岩見沢市北村プール

建築 電気 機械

Ｈ30-Ｒ3 Ｒ4-Ｒ7 Ｒ8-Ｒ17 Ｒ18-Ｒ27

１，０８６．３７㎡

２，７８４．２６㎡

２０台

施 設 概 要
25ｍ×6コース、低学年・幼児用プール、事務室、監視
員室、トイレ（多目的）、更衣室、シャワー室等

岩見沢市北村中央４７２５所 在 地

無し

無し

アスファルト露出防水

タイル、塗装

無し

洋式２　和式０　小便器２

工事名

照明

H16

村営プール新築工事

北村営プールプール棟床塗装工事

北村営プールプール棟塗装工事

北村営プール上屋シート購入取付工事

H9

構 造

階 数

延べ床面積

鉄骨鉄筋コンクリート造

建 築 年 月

浄化槽（未改修）

平屋建て

平成１０年６月

無し

１，０８６．３７㎡

排水設備モルタル塗装（プール）

空調

建 築 面 積

敷 地 面 積

駐 車 台 数

屋根

外壁

受電設備

昇降機

避難所指定

37,260,000

方向性の検討
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５　施設図面
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６　劣化度調査

各室状況

屋根・屋上

内装

12条点検結果

消防点検

電気工作物点検

地下タンク

特定天井対策

AED

落下防止対策

非構造部材耐震対策

特定天井無し

有

○

○

○

未済

未済

○

災害対策

細目

躯体

○

項目

安全性

機能性

法令
適合性

判定

○

○

○

トイレ設備

電気設備

給水設備

排水設備

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

省エネ対策

○

室内環境

空調設備

○

○

D

B

○

判定

C

B

摘要

新耐震

広さ

375.40ｍ

45.00ｍ

27.00㎡

施設名

一般プール

低学年プール

幼児用プール

4.80m～8.65ｍ

4.80m～8.65ｍ

縦×横

15.01ｍ×25.01ｍ

7.50ｍ×6.00ｍ

4.50ｍ×6.00ｍ

天井高

安全対策

床材

モルタル塗装4.80m～8.65ｍ

水銀灯

水銀灯

屋上防水劣化

モルタル塗装

B

備考

25ｍ×6コース

照明設備

水銀灯

プール鉄骨錆び

タイル剥落○

無し

モルタル塗装

○

○

外壁

外構

耐震性

窓ガラス

サッシ

A B C

○

○

○
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７　施設写真

その他特記事項

改善 整備手法 機能改修

有

　積雪による床破損

施設の方向性

2次評価の必要性

　風雪による劣化

　雨漏りはないもの
の劣化が進行してい
る。

　新築時から使用し
ているものが多く、い
ずれも更新時期を迎
えている。

　サビあり 　タイル剥離、落下

　学校授業に対応で
きないため、特注台
座を使用し、低学年
用プールを拡幅して
いる。

　洋式化済み

ポーチ支柱

プール水槽

屋上防水

プール内壁

機械設備

プール水槽

トイレ

プール鉄骨
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再編基本計画での方向性

１　基本情報

２　設備情報

男

女

多

３　工事履歴（主なもの）

４　財務情報（R1）

市収支 （千円） 指定管理者収支（栗沢スポーツ公園全体） （円）

所 在 地 岩見沢市栗沢町最上５０６－１

平成５年６月

階 数 ２階建て

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造

敷 地 面 積 １７，３３９．００㎡

駐 車 台 数

施 設 名 栗沢B&G海洋センター
Ｈ30-Ｒ3 Ｒ4-Ｒ7 Ｒ8-Ｒ17 Ｒ18-Ｒ27

H29大規模改修実施 方向性の検討

延べ床面積 ３，１０７．２４㎡

建 築 年 月

避難所指定 避難所

建 築 面 積 ３，１０７．２４㎡

施 設 概 要
アリーナ、第2体育館、ミーティングルーム、プール、更
衣室、シャワー室、トイレ（身障者用あり）、事務室

２０台

外壁 モルタル 昇降機 無し

モルタル塗装（プール） 排水設備

建築 電気 機械

屋根 金属板 受電設備 屋外キュービクル 空調 個別ヒーター

未改修 温水洗浄便座

トイレ

洋式２　和式０　小便器５

自動ﾄﾞｱ 無 照明 蛍光灯・水銀灯 洋式５　和式０

窓 複層ガラス 放送設備

実施年度 工事金額（円）

H4.H5 無償譲渡

工事名

床
長尺ビニルシート（館内） 給水設備 受水槽４㎥（未改修）

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ スロープ

下水道（未改修）

H16 1,081,500

H11 7,035,000

Ｂ＆Ｇ財団栗沢海洋センター建設工事

海洋センタープール床シート張

海洋センター軒天改修工事

H17 1,575,000

海洋センタープール附帯設備補修工事

海洋センタープール補修工事

海洋センタープール照明器具改修工事

栗沢B＆G海洋センター改修工事H29 91,545,120

H16 14,332,500

H17 3,570,000

支出

使用料 17 光熱水費 0 利用料金 5,639,235 人件費 15,278,742

788 管理委託料 27,002,000

補助金・負担金 指定管理料 19,261 その他

歳入 歳出 収入

修繕費 692,884

その他 0

燃料費（ガソリン） 191,367財産貸付料

319,387 燃料費（灯油） 2,570,236

その他 使用料 0 電気料 3,597,785

維持保全費

人件費 0 水道料 695,223

その他 6,218,812

委託料 2,358,947

17 20,049 32,960,622 31,603,996
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５　施設図面
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６　劣化度調査

各室状況

安全性

躯体 ○

○

新耐震

外構 ○

項目 細目
判定

摘要 判定
A B C D

機能性

窓ガラス ○

C

サッシ ○

内装 ○

室内環境 ○

B
屋根・屋上 ○

外壁

耐震性

トイレ設備 ○

空調設備 ○ プール用暖房器具１台故障

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ ○

排水設備 ○ プール内に水漏れ有

給水設備 ○

電気設備 ○

法令
適合性

12条点検結果

○

災害対策 ○

省エネ対策 ○

B
AED

B
消防点検 ○

電気工作物点検

有 アリーナ棟に設置

落下防止対策 未済

地下タンク ○

非構造部材耐震対策 未済

施設名 広さ 縦×横 天井高 床材 照明設備

安全対策

特定天井対策 特定天井無し

備考

一般プール 375ｍ 15ｍ×25ｍ 2.6m～5.3ｍ モルタル塗装 水銀灯 25ｍ×6コース

幼児用プール 88ｍ 11ｍ×8ｍ 2.6m～5.3ｍ モルタル塗装 水銀灯
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７　施設写真

その他特記事項

トイレ ロッカー室

　老朽化による機能
低下

施設の方向性 改善 整備手法 機能改修

　電気設備の劣化 　一部サビあり

　洋式化済み

一般プール 幼児用プール

個別暖房機 機械設備

プール内設備 プール鉄骨

　塗装劣化 　塗装劣化

　新築時から使用し
ているものが多く、い
ずれも更新時期を迎
えている。

2次評価の必要性 有
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４ 施設の環境評価 

 １ 対象施設の配置状況 

  この計画の対象としているプール施設の配置状況については以下のとおりである。 

  市町村合併前の旧岩見沢市域では、線路を挟んで南北に配置され、旧北村、旧栗沢町の区域におい

てもバランス良く配置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設名 所在 

① 岩見沢市温水プール 岩見沢市９条東２丁目１番地１ 

② 岩見沢市北村プール 岩見沢市北村中央４７２５番地 

③ 栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 岩見沢市栗沢町最上５０６番地１ 

 

 

 

 

 

③ 

① 

② 

25



 ２ 対象施設の利用状況 

  各施設の平成３１年１月から令和元年１２月までの利用状況分析を行う。本来であれば直近年度の

利用状況を用いるべきであるが、新型コロナウィルス感染症の流行により、令和２年１月～令和３年

３月の利用状況は例年と比べて著しく低い利用状況となっているため、１月から１２月のデータを用

いることとした。 

 （１）岩見沢市温水プール 

    冬期に利用人数が減少するものの、年間を通じて多くの利用がある。小学生の水泳教室を中心

とした指定管理者の自主事業の利用者が多く、健康増進に寄与している。観覧席の少なさから、

施設全館を貸し切っての大会目的の利用はほとんどない。 

 

（２）岩見沢市北村プール 

    夏期のみの開設ではあるが、夏休み期間は多くの利用があり、周辺の宿泊施設やキャンプ場か

らの市外の利用者も見られる。 

 

（３）栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センタープール 

    夏期のみの開設ではあるが、夏休み期間は多くの利用がある。暖房設備があるため、１０月ま

で開設しているが、室内が快適になるほどの機器ではないため、１０月の利用者は極端に減少す

る。 
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 ３ 施設の基本方針に関する検討【２次評価】 

  各施設の方向性、整備方針（１次評価）に加えて、施設の配置状況、利用状況等から各施設の２次

評価を行う。２次評価にあたっても、「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（スポーツ庁）」

が示す次のフローチャートを活用する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  スポーツ環境に関する情報に基づき政策優先度の評価を行い、基本方針を定める。 
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（１）政策優先度の評価 

 政策優先度の評価基準 

評価基準 評価 

・施設利用が多い。 

・現在の施設利用者の満足度が高い。 

・運営や施設機能の向上により、大幅に利用状況が改善される見込みがある。 

・圏域にそのスポーツの実施場所がなく、希少性が高い。 

・整備目的が明確で、目的に合致した利用が継続的に行われている。 

・地域防災計画において、災害拠点や避難施設としての指定されており、代替でき

る施設がない。 

高 

・施設利用が少ない。 

・現在の施設利用者の満足度が低い。 

・特定の団体が利用し、実利用者が少ない。 

・周辺の人口動態等を踏まえると、運営や施設機能の向上を図っても利用状況の改

善の見込みがない。 

・整備目的や施設内容と利用実態が整合していない。 

・学校開放等の既存施設の活用により、現在の利用を代替できる。 

・地域防災計画において、災害拠点や避難施設としての指定されていない。若しく

は、指定されているが、近隣に代替できる施設がある。 

低 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）基本方針の概要 

基本方針 内容 

機能保持 

現在の施設の機能を保持する。老朽化やそれに伴う維持管理費の増

加に対応できるよう、計画的な対応方針を施設ごとに検討する。老

朽化が激しいものについては建替再整備の時期や方法について検

討する。 

総量コントロール 
将来的に維持管理し続けることができない施設について、廃止や転

用の時期、方法について検討する。 

施設不足の解消 
スポーツ施設が不足している状態である場合、利用可能なスポーツ

施設を増やすことを目指す。 

 

  

岩見沢市温水プール 

岩見沢市北村プール 

栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター 

 

高 低 
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４ 各施設の２次評価（基本方針） 

  以上のことから、２次評価におけるフローチャートに当てはめて各施設の基本方針を定める。 

  

（１）岩見沢市温水プール【機能保持】 

   岩見沢市内で通年利用できる唯一のプール施設であり、稼働率も年間を通して高い。しかし、建

設から２４年を経過し、中規模な改修が必要な時期となっており、特に、設備機器等の老朽化が顕

著である。また、岩見沢小学校、中央小学校、南小学校、東小学校、日の出小学校、美園小学校の

６校７３学級のプール授業を受け入れる必要があり、集約化は困難であることから、施設機能を保

持する。 

 

 （２）岩見沢北村プール【機能保持】 

   建設から２２年を経過し、中規模な改修が必要な時期となっている。北村温泉やキャンプ場など

と併せての利用がみられ、機能改修により利用者の増加を見込むことができる。また、第一小学校、

北真小学校、北村小学校の３校２５学級のプール授業を受け入れる必要があり、集約化は困難であ

ることから、施設機能を保持する。 

 

 （３）栗沢Ｂ＆Ｇ海洋センター【機能保持】 

   建設から２７年を経過し、中規模な改修が必要な時期となっているが、Ｂ＆Ｇ財団の助成により

建築された建物であるため、今後も財団の助成による施設改修が見込むことができる。また、志文

小学校、幌向小学校、第二小学校、メープル小学校、栗沢小学校の５校３４学級のプール授業を受

け入れる必要があり、集約化は困難であることから、施設機能を保持する。 

29



５ プール施設の個別施設計画 

  

１ 長寿命化のための基本的な方針 

本計画においては、原則的な改修周期として、建築後２０年を目安に中規模改修を実施し、建築

後４０年を目安に長寿命化改修を実施する。その後２０年を目安に再度、中規模改修を実施し、建

築後８０年を目安に改築を検討する。建築後大規模改修が行われていない施設については、建築後

４０年を目安に長寿命化改修を実施する。 

ただし、以下の場合などは長寿命化改修を実施せずに再整備等を検討するものとする。 

 

・鉄筋コンクリートの劣化が激しく、改修に多額の費用が掛かるため改築した方が安価 

・コンクリート強度が著しく低い（おおむね 13.5N/㎟以下） 

・基礎の多くの部分で鉄筋が腐食している 

・環境の安全性や建物の配置に問題があり、改修によっては適切な環境を確保できない 

・利用者の大幅な低下などの事情により改築せざるを得ない 

  

 
中規模改修 長寿命化改修 中規模改修 改築 

20 年 40 年 60 年 80 年 

建築 

屋上防水改修 屋上防水改修 屋上防水改修 

 

外壁改修 外壁改修 外壁改修 

 外部建具改修  

 内部改修  

電気設備 
照明器具のＬＥＤ化  

 電気設備更新  

機械設備 

衛生設備更新 衛生設備更新 衛生設備更新 

 暖房機器更新  

ボイラー交換 ボイラー交換 ボイラー交換 

 受水槽交換  

防災設備更新 防災設備更新 防災設備更新 

 

 

 

  

劣化度

20年 40年 60年 80年

中規模改修による

機能回復

長寿命化改修による

機能向上

中規模改修による

機能回復
改築を検討
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２ 各施設の個別施設計画 

 これまでの施設評価の結果に基づき、岩見沢市公共施設再編基本計画の計画期間のうち第１期に

おける整備計画を次のとおり定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 推進・取組体制 

  プール施設の改廃・再編の具体的な検討については、スポーツ振興政策の方向性や各競技団体の

動向、プール施設以外の公共施設の整備・利用状況や広域での類似施設の配置状況などを勘案する

必要がある。 

  本計画の１回目の見直しとなる令和８年度以降は、「岩見沢市社会体育施設個別施設」の見直しと

合わせて施設の評価を行い、基本方針等を検討するものとする。 

  

整備手法 基本方針 具体的な実施内容

岩見沢市温水プール 機能改修 機能維持
建物躯体の予防的改修及び高効率設備の導入により、維持管理費用
の低減を図る。

岩見沢市北村プール 機能改修 機能維持
利用状況に応じた施設改修と高効率設備の導入により、維持管理費
用の低減を図る。

栗沢B&G海洋センター 機能改修 機能維持
利用状況に応じた施設改修と高効率設備の導入により、維持管理費
用の低減を図る。

R3 R4 R5 R6 R7

岩見沢市温水プール 中規模改修設計 中規模改修工事

岩見沢市北村プール 設備等改修設計

栗沢B&G海洋センター 設備等改修設計 設備等改修工事
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